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2010 年度統計関連学会連合第 5 回組織委員会 議事録 
 

日時：2010 年 11 月 27 日（土）14：00～16：30 

場所：青山学院大学 8 号館 6 階 経済研究所会議室 

出席者： 

【学会連合理事】美添泰人（理事長），岩崎 学，大橋靖雄，白旗慎吾，椿 広計， 

馬場康維，水田正弘，渡辺美智子 

【2010 年度実行委員長代理】西郷 浩 

【2011 年度 3 委員会委員長】西井龍映，前園宜彦，中村永友 

【2012 年度プログラム委員長】宿久 洋 

【監事】今野良彦，佐藤整尚 

【幹事】稲葉由之 

委任状：狩野 裕，菊地賢一，佐藤俊哉，山岡和枝 

 

【議事録確認】 

2010 年度第 4 回組織委員会の議事録が確認された． 

 

【報告事項】 

１．2010 年度大会報告 

1-１ 実行委員会報告 

2011 年度実行委員会への引き継ぎを行ったことが報告された．また，小さい会場におい

て会員を収容できなったセッションがあったことや，無線 LAN の業者委託などの事項につ

いて報告と意見交換がなされた． 

 

1-2 プログラム委員会報告 

2010 年度大会では，第 3 回横断型基幹科学技術研究団体連合総合シンポジウムも同期開

催されたため，連合大会との相互乗り入れの企画セッションもあり，統計関連学会以外の

方々に統計科学の面白さや重要性をアピールすることができた．また，チュートリアルセ

ッションや市民講演会，コンペティションセッションの結果についても併せて報告された． 

 

1-3 運営委員会報告 

 参加者が増加したことと参加費を見直したことにより，大会参加費収入は 2009 年度大会

に比べて約 200 万円増加した．これにより，来年度への繰越金は約 380 万円となり，大会

参加費収入を得るまでの期間における運転資金を確保できた． 

 

1-4 2010 年度会計監査報告 
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2010 年度大会の会計報告書を関係書類とともに監査した結果，処理が適切であったこと

が報告された． 

 

2．2011 年度プログラム委員長報告 

現在の準備状況として以下の内容が報告された． 

[1] 西井龍映 委員長，宿久洋 副委員長を含めて 13 名の委員からなるプログラム委員会を

組織した． 

[2] チュートリアルの 2 セッションの担当者を決定した．  

[3] 市民講演会の講演者（村上征勝氏）を決定した．  

 

3．2011 年度実行委員長報告 

 現在の準備状況として以下の内容が報告された． 

[1] 前園宜彦 委員長を含めて 11 名の委員からなる実行委員会を組織した． 

[2] チュートリアルセッションと市民講演会（9 月 4 日（日））の会場となる「アクロス福

岡」を確保した． 

[3] 講演会場として「伊都キャンパス・センターゾーン 2 号館」（各会場収容人数 200 名以

上）を確保した．また，会議室や保育室についても同館内に確保した． 

[4] 懇親会会場と設営等は大学生協に依頼した． 

[5] 最寄り駅から会場への交通手段としてバス便の準備は引き続き検討中である． 

 

4．2011 年度運営委員長報告 

 現在の準備状況として以下の内容が報告された． 

[1] 中村永友 委員長を含めて 10 名の委員からなる運営委員会を組織した． 

[2] 連合大会の各委員会の会議出席に係わる旅費やチュートリアルセッションの講師謝金

は従来の運営規則に基づくこととした． 

[3] 招待者からは大会参加費を徴収しない．ただし，招待者が確定した段階でリストを運営

委員会へ連絡してほしい． 

[4] ソフトウェアセッションは運営委員会による企画セッションの扱いとして，講演者から

は大会参加費は徴収しない． 

 

5．その他 

[1] 組織委員会，3 委員会の構成について確認された． 

[2] 2012 年度連合大会の開催地として想定されている北海道大学の会場を確保したことが

水田理事から報告された． 

[3] 次回の組織委員会は，3 委員会からの報告事項をまとめて，2011 年 2 月頃にメールで

実施することが確認された． 
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【審議事項】 

1．会議運営会社との契約 

複数の会議運営会社から見積もりをとり，最終的な決定を行うことが確認された． 

 

2．大会参加費や予稿集の形式 

予算案を作成した時点で，参加費を決定することが確認された．また，予稿集の形式につ

いて意見交換があり，2011 年度大会では，2010 年度と同様な予稿集の形式にすることが了

承された． 

 

3．イベント中止保険の加入 

2011 年度大会では，イベント中止保険に加入しないことを含めて継続的に検討すること

が承認された．また，連合大会が中止された場合には参加費を全額返却できない可能性も

あるという注意事項を，事前申込者への連絡として含めるなどの処置が提案された． 

 


